
菊池川水系わࡲちづくࡾに࠾けࡿ協働過程に関ࡿࡍ研究 

 

熊本大学工学部 ○学生会員 園田大 

熊本大学   正会員 田中尚人 

 

 めにࡌࡣ ．1

近ᖺ，河ᕝ整備࠾い࡚治水࣭利水機能࡞࡛ࡅࡔく，

自然豊࡛地域ࡢ文ࢆ育ࡴᕝ࡙くࡀࡾ求ࡼࡿࢀࡽࡵう

ᖹ成，࡚ࡅཷࢆࡾࡲ高ࡢࢬニ࣮ࡢࡇ．ࡓࡗ࡞ 9ᖺࡢ河

ᕝ法改正ࢆ機，地域固᭷ࡢ環境資源し࡚河ᕝࢆ活

しࡓ空間整備ࡀ進ࡼࡿࢀࡽࡵうࡢࡑ．ࡓࡗ࡞中࡛ࡶ，

ᕝ࡙く࡙ࡕࡲࡾくࢆࡾ多様࡞主体ࡀ協働し࡚一緒考

え，実践すࠕࡿわ࡙ࡕࡲくࡀࠖࡾ注目࡚ࢀࡉいࡿ． 

空間整備ࡿࡅ࠾ࡾく࡙ࡕࡲわ，ࡣ本研究࡛࡛ࡇࡑ 

やクࢸビࡢࢸ創出必要࡞合意形成ࡢ過程࣭要件

熊本県，ࡵࡓࡢࡑ．ࡓし目的ࢆࡇࡿすࡽ明ࢆ

ࡾし࡚，ᕝ࡙く対象ࢆ菊池ᕝࡿ一級河ᕝ࡛あࡿࢀ流ࢆ

ࡲわ，整理しࢆ変遷ࡢ活動ࡾく࡙ࡕࡲࡢ流域実態ࡢ

 ．ࡓしࡽ明ࢆ過程ࡢ業ࡾく࡙ࡕ

 

2．菊池川流域ࡢ概要 

 本章࡛ࡣ菊池ᕝ水系ࡢ河ᕝ整備計⏬ 1)
タ࣮ࢹ統計

2)

ࢆ GIS࡚ࡗࡼ整理しࡓ．表-1ࡼࡢう，菊池ᕝ流域ࡣ

熊本県部位置し，豊࡞自然環境，観ග資源恵ࡲ

 ．ࡿい࡚ࢀ

表-1 菊池川水系ࡢ概要 

 

 

 

 

 

いう土地࡞ᖹ坦水資源࡞豊富ࡣ菊池ᕝ流域，ࡓࡲ

特徴ࢆ活し，弥生代ࡽ米作࡛ࡾ豊࡞土地ࡗ࡞

中世ࡣ条里，山間ࡓࢀࡀ⥅ࡅཷࡽ代ྂࡣᖹ地．ࡓ

以降ࡢ農業土木技術ࡢ向上ࡿࡼ井手棚田，海辺ࡣ

近世以降ࡢᖸ拓業いう，米作ࢆࡾ支えࡓඛ人ࡢࡕࡓ

技術土地利用ࡢ広ࡀࡾࡀ現在ࡶ残࡚ࡗいࡿ．稲作関

わࡿ祭ࡾや食࡞無形ࡢ文ࡶ含ࠑ࡚ࡵ米作ࡾ，千ᖺ

今昔ࠗ水稲ࠕ記憶~菊池ᕝ流域ࡢ大地ࡿࡓわ 物࠘語 ࠒࠖ~

3)
し࡚ 2017ᖺ日本遺産認定ࡓࢀࡉ． 

 

 日本遺産認定以降，ࢆࢀࡇ活用すべく官民ࡢࢀࡒࢀࡑ

流域，ࢀࡉ実施ࡀࡳ組ࡾྲྀ 4市⏫(菊池市，山鹿市，和水

⏫，玉名市)ࡢ一層ࡢ連携ࡀ進ࡳ，地域活性向ࡓࡅ動

菊池ᕝ水系ࠕ，し活ࢆ好況ࡢࡇ．ࡿい࡚ࡗࡀ上ࡾ盛ࡀࡁ

設立ࡀ協議会ࡿ係策定，推進ࡢࠖ⏬計ࡾく࡙ࡕࡲわ

ࡘ緩くࢆ市民組織ࡢ伴い，地域主体ࢀࡑࡓࡲ．ࡓࢀࡉ

組ࡀいࠖࡓすびࡴ࠾菊池ᕝࠕࡿワ࣮ク࡛あࢺネッࡿࡆ࡞

織ࡓࢀࡉ．菊池ᕝࡴ࠾すびࡓいࡣ，地域ࡢニ࣮ࡢࢬ確

認や情報交換ࢆ目的し࡚，ࡾ࠾わ࡙ࡕࡲくࡾ業終

了後࡙ࡕࡲࡢくࡾ活動ࢆ⥅⥆࣭推進すࡿ役割ࡶ期待ࢀࡉ

࡚い2018．ࡿᖺ度ࡣ菊池市࠾い࡚，空間整備ࡢ業

ࡓ協力しいࡓすびࡴ࠾し࡚，菊池ᕝ伴う合意形成

ワ࣮クࢩョップࡀ行わ࡚ࢀいࡿ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 菊池川流域ࡢ高齢化率 

3．流域ࡲࡢちづくࡾ活動ࡢ変遷 

本章࡛ࡣ，菊池ᕝ流域࡙ࡕࡲࡿࡅ࠾くࡾ活動ࡢ変遷

河ࡓࡁ࡚ࢀ行わࡽ業以前ࡾく࡙ࡕࡲわ，整理しࢆ

ᕝ関す࡙ࡕࡲࡿくࡢࡾ実態ࢆ明ࡽしࡓ． 

(1)調査概要 

 熊本日日新聞記࣮ࢹタࢫ࣮࣋ 4)
市⏫村名ࠖࠕ，用い࡚ࢆ

ࡾく࡙ࡕࡲࠕ ࡛ࢻワ࣮ࡢࠖ AND検索すࡾࡼࡇࡿ，

菊池市玉名市ࡿࡅ࠾過去 30 ᖺ間࡙ࡕࡲࡢくࡾ活動

自然環境ࠕࢆࡽࢀࡑ．ࡓ整理しࢆ記ࡿ関す 歴史ࠖࠕࠖ

農業ࠕ 観ගࠕࠖ ࡢࠖ 4種類分類し比較しࡢࡑࡽࡉ．ࡓ

中࡙ࡕࡲ，ࡽくࡾ活動ࡢ場所ࡶしくࡣ目的ࡀ河ᕝ関

連すࠕࢆࡢࡶࡿわ࡙ࡕࡲくࠖࡾし࡚抽出しࡓ． 

区分 概要 備考

流域面積 996kmむ 山地：約70%、農地：約26%、宅地：約4%
幹ᕝ流路延長 71km

菊池市、山鹿市、玉名市、阿蘇市、合志市、日田市

熊本市、南関⏫、和水⏫、玉東⏫、菊陽⏫、大津⏫

菊池市(49,066人)、山鹿市(53,404人)

和水⏫(10,086人)、玉名市(66,652人)

支ᕝ数 69

流域内人ཱྀ 約21万人

流域市⏫村 7市5⏫
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 (2)調査結果 

表-2  1988 ᖺࡢࡽ菊池市࡛行わ࡙ࡕࡲࡓࡁ࡚ࢀく

日本ࡀリ࣮࣮ࢺࢫࡢ菊池ᕝ流域．ࡓ示しࢆ変遷ࡢ活動ࡾ

遺産認定，ࢀࡉわ࡙ࡕࡲくࡾ業係ࡿ組織ࡀ立ࡕ

上ࡓࢀࡽࡆ 2017 ᖺ以前ࡽ，河ᕝ関連す࡙ࡕࡲࡿく

  ．ࡿࢀྲྀࡳ読ࡀࡇࡓࡁ࡚ࢀわ࡞行ࡀ活動ࡾ

表-2 菊池市に࠾けࡲࡿちづくࡾ活動数ࡢ変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-3 ࡲちづくࡾ活動数ࡢ比較(菊池市，玉名市) 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 ࡲちづくࡾ活動ࡢ種類(右：菊池市，左：玉名市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 わࡲちづくࡾ活動に関ࡿࡍ新聞記事 

㸦2018.03.18 熊本日日新聞朝刊よࡾ㸧 

4．菊池市わࡲちづくࡾ事業にࡿࡳ協働過程ࡢ分析 

本章࡛2018，ࡣᖺ度，菊池市࡛行わࠕࡓࡁ࡚ࢀわࡲ

整理すࢆ過程ࡢョップࢩワ࣮クࡿࡅ࠾会議ࠖࡾく࡙ࡕ

 ．ࡓ理解しࢆ࣒ࢬカニ࣓ࡢ合意形成，࡛ࡇࡿ

表-4 わࡲちづくࡾ会議ࡢ検討プロセス 

 

 

 

 

 

 

図-4 第 1回 WSでࡢ意見   図-5 第 2回 WSでࡢ意見 

 

 

 

 

 

図-6 第 3回 WSでࡢ意見     図-7 WSࡢ様子 

第 1回会議࡛ࡣ，魅力や思い出ࡢ共᭷ࢆ行い，ࡒࢀࡑ

第．ࡓࡗ話し合࡛࣌ࢆ思い描く理想像ࡀࢀ 2回会議࡛

ࡵࡓࡿせࡉ具体ࢆい案ࡓせࡉ実現，ࡣ 5W1H࡛ࡲ落

第．ࡓい࡚考えࡘ維持管理ࡢ住民主体，ࡳし込 3回

会議࡛ࡣ，空間整備ࡣ行政ࡽ与え࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࢀࡽく，

住民ࡀ使い࡞ࡇす࡛ࡢࡶあࡿいう自分し࡚ࡢ意識

第．ࡓ再確認しࢆ 4回会議࡛ࡣ，他地域ࡢ成功例ࡽ，

地域主体ࡢ組織ࡀ機能すࡿ工夫ࢆ学ࡔࢇ． 

 にࡾわ࠾．5

 4 章ࡢ࡛ࡲ考察ࡽࡉࢆ深ࢆࡽࢀࡑ，ࡵ関連ࡉせ࡚，

 ．ࡿすࡽ明ࢆ協働過程ࡿࡅ࠾ࡾく࡙ࡕࡲわ

謝辞：本研究ࡈ協力頂いࡓ，菊池ᕝ流域ࡢ様々࡞活動

団体ࡢ皆様，記し࡚感謝ࡢ意ࢆ表すࡿ． 
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日 概要 目標 主䛺意見

第1回 8᭶9日(木)

䞉䜎ち歩䛝

䞉WS䛂迫間川䛷䜐䛩ぶ隈府䛸

玉祥寺䛃

䞉䛛わ䜎ち䛵䛟䜚事例紹

䞉メンバ䞊䛾顔合わ䛫㻔協力体制䛾構築㻕

䞉迫間川䚸玉祥寺䚸御所通䜚䛾魅力や思

い出䛺䛹䛾共有

䞉䛛わ䜎ち䛵䛟䜚会議䛾目標䚸後䛾䝇䜿

䝆ュ䞊ル䛾共有

䞉自主的䛺人材や䜾ル䞊プ䛾確認䞉発掘

䞉ゆ䛳䛟䜚䛷䛝䜛䝇䝨䞊䝇䛜欲䛧い

䞉市街地䛸川䛜思䛳䛯以上䛻近い

䞉歴ྐ的䛺表情䛜魅力的

䞉Ᏻ全䛷あ䜜ば利用䛧䛯い

䞉昔䛿䜘䛟遊び場䛻䛺䛳䛶い䛯

䞉整備を機䛻商店街も盛䜚上䛢䛯い

第2回 9᭶20日(木)

䞉第1回䛛わ䜎ち䛵䛟䜚会議

䛾振䜚返䜚

䞉WS䛂4䛴䛾䝔䞊䝬䛻分䛛䜜

䛶䜾ル䞊プ䝕䜱䝇カッ䝅ョン䛃

䞉基本方針㻔案㻕䛻䛴い䛶䛾合意

䞉水辺利用䛾䝙䞊䝈䞉䜰䜲䝕䜰䛾収集

䞉利活用䞉維持管理を考慮䛧䛯意見聴取

䞉自主的䛺人材や䜾ル䞊プ䛾確認䞉発掘

䞉川床やカフェ䛺䛹利用䛧䛯い

䞉昔䛾写真䛷歴ྐを感䛨䛯

䞉地域内外䛾人䛻迫間川䛾良さを

知䛳䛶も䜙い䛯い

䞉地域住民主導䛾見Ᏺ䜚隊

䞉異常事態䛻も対応䛷䛝䜛Ᏻ全性

第3回 10᭶25日(木)

䞉水辺䛾䜲䝧ン䝖試行

㻔環境学習䚸水生生物調査䚸

カ䝚䞊体験）

䞉川䛵䛟䜚䛛䜙䛾空間提案

䞉WS䛂ྑ岸䛸左岸䛾整備案䞉

利活用䚸結ぶ方法䛃

䞉水辺整備䛾概略䜲メ䞊䝆䛻䛴い䛶䛾合意

䞉左ྑ岸䛭䜜䛮䜜䛾水辺䛾使い方や左岸䛸

ྑ岸䛾結び方を考え䜛䚹

䞉川䛷䛾思い出を次世代䛻繋䛞䛯い

䞉自然環境䛾保全䚸持続性䛜大事

䞉水辺䛻近い遊歩道䛜欲䛧い

䞉商店街䛸川を䜐䛩ぶ拠点を䛴䛟䜛

䞉地元䛾人も寄䜚䛴䛟䜘う䛺風景

䞉地域䛾知䜙䛺い魅力を発信䛩䜛

第4回 11᭶20日(火)

䞉菊池市䛛わ䜎ち䛵䛟䜚䛾振

䜚返䜚䛸䛣䜜䛛䜙

䞉事例䛛䜙学ぶ㻔白川夜市㻕

䞉䛛わ䜎ち䛵䛟䜚計画申請䛾䛚知䜙䛫

䞉後䛾䝇䜿䝆ュ䞊ル䛾確認

䞉資源䛿あ䜛䛜人䛜来䛺い

䞉自分䛯ち䛜使う場䛿自分䛯ち䛷

ル䞊ル作䜚㻔管理㻕䛩䜛䛣䛸䛜大事

䞉䝫䝔ン䝅ャル䚸場䛾力䛿あ䜛

䞉人任䛫䛻䛧䛺い䚸自分䛜動䛟

䞉無理䛫䛪䛚金䛜回䜛組䜏

検索結果 種類

検索ワ䞊䝗 ヒッ䝖件数 䜎ち䛵䛟䜚活動 河川䛻関連 自然環境 歴ྐ 農業 観光 䛭䛾

菊池市 501 130 6 14 26 3 6 81

玉名市 902 295 41 61 68 11 14 141

検索結果 種類

年代 ヒッ䝖件数 䜎ち䛵䛟䜚活動 河川䛻関連 自然環境 歴ྐ 農業 観光 䛭䛾

1988 0 0 0

1989 0 0 0

1990 2 0 0

1991 3 0 0

1992 1 1 0 1

1993 3 1 0 1

1994 5 1 0

1995 6 1 0 1

1996 10 4 0 2 2

1997 20 7 0 1 2 4

1998 13 5 0 5

1999 11 6 0 1 5

2000 16 2 0 2

2001 20 5 0 5

2002 27 8 1 2 1 5

2003 19 4 0 1 3

2004 30 10 2 3 2 1 4

2005 23 4 0 1 3

2006 20 4 0 1 1 2

2007 11 4 0 1 3

2008 25 11 0 2 3 1 5

2009 29 9 0 3 1 5

2010 19 3 0 1 2

2011 30 9 0 3 1 5

2012 32 7 0 1 3 3

2013 28 7 0 2 5

2014 30 4 1 1 4

2015 16 2 0 2

2016 17 3 0 3

2017 19 4 0 1 3

2018 16 4 2 1 2 1

計 501 130 6 14 26 3 6 81
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